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平成 12 年度 再評価実施事業（国庫補助事業）調書 事 業 所 管 部 局 運輸省港湾局計画課 

計 画 事 業 名 川崎港改修（特重）事業防波堤（Ⅱ） 事 業 担 当 局 港湾局港湾整備部事業計画課 

事 業 採 択 年 度 着手年度 平成 3年度 認可・承認等年度 平成 3年度 

経 過 年 数 10 年 該 当 条 項 事業採択後 10 年を経過 

完 了 予 定 年 度 平成 16 年度 関 連 事 業 名  

①事業目的 

 

小型船の安全管理と荷役の効率化を図るため東扇島に、タ

グボート・引船・はしけ等の船だまりを整備するにあたり、

船だまり内の所定の静穏度を確保するために、防波堤（Ⅱ）

を整備するものである。 

④事業採択時の背景・及び契機 

 

川崎港内の各運河沿いには、石油化学工業等の企業が多く

立地し、これら企業の岸壁に着離桟するタンカーや、小型油

槽船の係留施設に着離桟する小型タンカー等の危険物積載船

が数多く運河を航行しており、これら航行船舶と運河奥部に

係留している小型船との輻輳を緩和し、船舶航行の安全を確

保するためにも新たな小型船係留施設が必要である。また、

川崎港を利用する船舶の出入港における操船補助に必用なタ

グボートを要請する件数は年間 8 千隻余りと多く、現在は横

浜港にしかないタグボート基地を川崎港にも整備してほしい

旨の要請が出されている。これらのことから小型船だまり施

設として本防波堤を整備する必要がある。 

②事業内容 

 

・防波堤延長 860ｍ 

・防波堤幅 7.5ｍ 

・防波堤の構造形式 鋼管杭式(透過式） 

⑤事業採択（着工、未着手）から基準年を経過している主な理由 

 

・当該事業の施工延長が長いこと。 

・他事業との重複から当該事業費が圧縮傾向であった。 

・閣議決定による港湾整備５ヶ年計画の延長があった。 
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③事業費規模（単位：百万円） 

 

（１）事業費 5,700 

（２）（うち国庫補助金 2,568） 

（３）残事業費 2,454 

⑥現状の課題 

 

当該小型船だまり区域は、川崎港内の維持浚渫や工事にと

もなって発生する浚渫土の処分場として利用している状況で

あり、現在、整備を行っている浮島 2 期廃棄物処理場での受

入れが可能となる平成 15 年度までは、利用さぜるを得ない状

況である。 

 

評 価 の 概 要 

小型船だまりの整備は、川崎港の物流の動脈として重要な役割を果たしている運河の効率的利用及び船舶

航行の安全を確保するために必要なものである。 

当該防波堤（Ⅱ）は、小型船だまりを形成する上で必要な施設であり、港湾機能を発揮するための支援施

設として整備する必要がある。 

 

再
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当該事業は「川崎新時代 2010 プラン」における「市民に親しまれる国際貿易港の整備」及び港湾法に基づく港湾計画に位

置付けられている。 

小型船だまりは、水域の適正利用、荷役の効率化、航行船舶への安全、荒天時の避難場所の確保を図るものとして、港湾

管理運営上必要な施設であります。 

この小型船だまりを構成する外郭施設である本防波堤は、船だまり内の静穏度を確保するために必要不可欠な施設である

ことから本事業は継続する必要がある。 
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① 対応方針案 （継続、中止、休止） 
② 対応方針案の考え方 

本事業は平成 16 年を完成予定しているが、事業効果を早期に出すためにも暫定利用を図りながら事業を推進していく。 

 


